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アサバスカで観測された IPDPに伴うプロトンオーロラ
Intervals of pulsations of diminishing periods (IPDP) and related aurora observed at
Athabasca
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Intervals of pulsations of diminishing periods (IPDP)は約 30分の間に数百mHzから数 Hzまで変化する周波数特性を特
徴とする Pc1帯地磁気脈動である．磁気圏赤道面でのイオンサイクロトロン不安定によって生じた波動が磁力線を介し
地上まで伝搬することが IPDPの発生機構だと考えられている．また，その波動と共鳴したプロトン粒子が電離圏に降込
むことによりプロトンオーロラが生じることがわかっている [e.g., Yahnin et al., 2009]．IPDPの周波数変化の原因の一つ
として，磁気圏対流の発達に伴う夕方向き電場の卓越により、磁気圏波源が地球方向に移動することが挙げられている
[Kangas et al., 1998]．

Yahnin et al. [2009]は地上で観測された IPDPに伴って現れるプロトンオーロラを IMAGE 衛星を用いて観測し，その
緯度変化と IPDPの周波数変化を比較したが，緯度変化から計算される磁気圏波源のイオンサイクロトロン周波数の変化
は、実際に同時観測された IPDPの周波数変化よりもはるかに小さいことを指摘している。そこで私たちはカナダのアサ
バスカに設置された 64Hzサンプリングの誘導磁力計と全天カメラを用いて，IPDPとそれに伴うプロトンオーロラの発
光位置について，より詳細な時間変化を調べた．2009年 1月から 2010年 12月の 2年間で 6イベントを同定している．
これらの例では、プロトンオーロラは北に現れるオーロラオーバルの低緯度側境界から 1度以下程度、赤道側に離れて
発光しており、その動きはオーロラオーバルの南方向への動きと同調していることがわかった．発表ではプラズマシー
トの発達とプロトンオーロラの発光位置の時間変化，IPDPの周波数変化との関連性について議論する予定である．


